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和紙原野の畢蝉療疎ド儀、′亨 

桑皮の敢酵贋酎こ潮て‥¢）  

梶  ！札  三 野 正 賂   

Onthe1．RettingofPlantFiherM二aterialsinJapaneseH？笹dMa¢やPaperManu坤uIe（ⅠⅠ）  

Onthe Rctting of“Kuwa”、（戌わタuS aHt7L）FiberMaterial（ⅠⅠ）  

】；、  

Kaji，A．and Mino，M．  

緒  

前報に於て著者等離日紙製迫工琴のアルカリ魔球綴絆のペクチン含有盈を血走して、和紙袈迫に必椒  

なる分解度む検討L、こあ陵準迄と払メタ∠滋グ∠〝Z〝‘♂メ♂∂〟少タメ云7∠7′去机7による桑果皮の陀酵精辟が可能な  

ると 

緑綬忙指摘した如く、助成料は無添加なる番が最も望ましい。前饗験に於て使用した甑酵過度はβ70C  

醗酵前のP壬Ⅰは6．0であつ’たが、とれ辱の條件はアセトン・ブタノ←・ル酸酵の最適倣僻とみなされてい  

るものを十應採用したもので、際酵溝頴忙封する：敵適温度及び最適PH格別偶に決定する婆ありと考え  

これ笹関する薯助結果を・報告する。   

同時軋膣酵時間とペクチン分解慶む瞼討し繊維素の倉見及び・その崩壊度に勤しての彩埋む賛助し、栗  

町政通倣件下町敵酵L・た桑絡経と工場規模隼てア′㌣カタ煮熟L．・た桑緻経との化拳成分を分析比較L．併せ  

て潤え督す－る。  
■  

賓  験  

王 政適PHの決晃  

（1）試   料 第l報むこ於て使用Lた桑皮と同仙品種－。即ち市川製紙工場在庫品。昭和23年産の  

白桑（改良鼠遮）脇グ7／一＝頭池上．  

（2）使用細菌 C詭・5メタノ戎之∠椚α‘♂メ♂∂〝少グ∠∠77Z K17京都大畢蔑拳瑠盤林化畢科片桐研究室に保管の  

薗株  

（3）操作 約7cmに裁断し・た桑皮25gと井水500ccを内容500ccの平底フラスコケどとり、2kg／cm2に 

て30分間殺菌後、炭酸リーグ溶液及び苛性リー・ダ溶液にてPHを：・4．5より9．．0迄0．5間隔に調節し、何l  

回常墜殺雷L・てこ後無菌的忙格薗前のPHむ測定L、Ⅹ17耽薗の玉萄黍席巻せるもPを植苗し、37’OCに  

於て96時間敢酵した。醗酵後液の一部を・とって酸度及びPHを測定し、1一方終結は表皮を除去し、水中  

に於て充分溌撤し‘た後日乾及び風乾して、粉砕し一・定畳をとってペクチンの定盈を行った。  

（4）分析方法   
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（a）ペクチン 前職同様Nan．ラiandNorman法に・よりペクチン敷石次として定量した○  

（b）PH 溌浮濾紙水素イオン濃度試験紙を使用した。  

（C）酸  度醗酵液10。。を・とり、煮凱て炭酸ガスを除乱Ⅳむ野陸リー・ダ溶液にて滴定  

し十鱒腰■cc数を以て表示し挺。  

（5）管験経典  

第1表  P五の変化と醗酵状況   

R
【
 
 

2
 
 

第
 
 

日
 
 

l
 
 

第
 
 

第 5 日  第 3 日  欝 4 日  

1的24h餞芭数酵旺   
盛301後凄泡雪成少  

同  上  

18h24b30h孜已置酵  
旺盛  

同  上   

同   上   

同  上   

同  上  

24h後蛤静旺盛と  
なる  

30h後湧付  

醗酵せず  

3h後説付   

6h彼靡酵旺盛  

同 上   

同 上  

同 上  

同 上  

同 上  

4b孜洩付 同 上  

5h後湧付   

6h捜査泡栴大 

哲野酵せず  

醗酵せず  

48h後酪酵止む  

54h後転酵止む  

48h蘇戯泡減少  

54h後 同 上  

54h後閏醸酔狂盛  

同  上   

同   上   

同   上  

42Il彼漸く取酵旺  
盛となる  
42h後漸く湧付48  
h後醇酵旺盛  

4，5  

5uO   

5．．5   

6い0   

6．．5   

7．0   

7小5   

8い0   

8．．5   

9．．0  

72h彼哲欝静止む  

78h後 同 上  

72h硬変泡減少し  
78ll後止む  

同  上   

同  ＿上   

同   上  

醗酵旺盛となる  

醗酵旺盛となる  

依然眼酵願府  

隠酪酸酵総樹  

第2表  PHの変化とペクチン分解率   

貸験結果よりすれぼ、最適PHは7．0にあり．PI壬が6．5より低いか■或は7．5より高くなるときは、  

分軍率軍曹しく低下する。桑皮む井水に段じ加既殺菌Lた後のPHは通常4・5であることを考えれば．  

P∬の調節は精練効果を妬めるに盈要なる要因となる。   
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∬∴液適瀾度の決定及び憶酵時間とペクチン分解率の開陳  

（11）試  料 前記同校  

（2）ノ使用細菌 前記同様  

（3）操   作 約10cmに裁断し一た桑皮125gと井水2，600ccを内容3Lの三角フラスコにとり．  

PIIを7．0に調節して2k誓／cがにて30分間殺菌し、K17既蔚の重昂黍輯零せるものを・栢薗し、320Cノ、370 

C、420C、470cの四通産に保づ財宜洩界中にて守艶酵し、48、72、96、120、144時間後笹原皮25g佐相  

督する試料及び醗酵液を蘭菌的に探取し、繚絆は表皮を除去し、充分水洗乳乾燥、粉砕Lてづ・クチン  
の定数を、なL、一方微酔液についてP斑及び酸度の測定を・行った。  

（4）、安静結果  

第3衣 各漉度の幣酵状況  

－ご  

∴  

320c  

370c  

420c  

470c  

日
 
 

2
 
 
 

欝
 
 

帯 5 日  第 4 日  第1日   

4h後湧紆 24†1稜   

蜜泡嫡大となる  

3h同．上   

ニIl同上  

5h乱ヒ 24h筏  
昭博停止  

第 3 日  

48b孜嬰砲大とな  
る野芦酵旺盛  

醍酵旺盛   

同上  

9銃後訳解に弱く  
なる  

同上   

著：しく弱くなる  

次第妃旺盛となる  
も37？Cに化し弱  
L次第に蓉泡窟大  
となる  

同上   

12釣盃抱停止  

120b重砲停止  

100b牽泡停止  

第4表  慨酵温度とペクチン分解率  

（a）320C繊解の開繊遅き薦分析せ華。  

（b）37O c  

考  備   

1・ペクチン敷石次の舎監捺風乾慣に封する   

官分琴  

2・ノ 原料桑皮のづクチソ敷石次の含窃ほ14．5  

0％   

3・分解率は原料桑皮申のペクチン駿石灰に   

封する分解ペクチン駿石炭の百分率   

（C）420C  
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d 470c櫓菌後24時間にして醗酵停止し、繊維の開碍退き允め分癖せす。  

第1囲1370C及び420Cに於ける酸酵時間とペクチン分解率の関係。  

管験結果よりすれぼ、最適敢酵温  

度は42nCであり、アセトン．ブタ  

ノ←ル醗酵の際よりも高くなって1ハ  

る0 96時間後にべクテン分解率は  

420cと370Cの雨敢酵に放て24渇問  

の差が現われている。叉鱒蜂蜜共づ  

クチン分解速度は96時隙迄が相常連  

く以後は漸減する。320Cに於ては醗  

酵状況は順調であるが、緻維の開終  

は370C及420Cに於て敢酵した繊維  

より不良であった。470cに於ては  

枯薗後任かに24時間で酔阻停止L、  

繊維の閑繚は甚だ不良であて｝た。   

皿 醍醜精練工畝推素に射する財  

響   

（1）試料  細菌は前記同株。   

（2）操  作 Ⅱの鷺験に於げる420Cで際酵した繊維につき、各時間毎の試料により全勝推   

察、∝－繊維素、β・一勝維薬石十緻醒素の足腰戊行った。  

（3）分析方法 全紡椎素の定盈は本多展・－・氏の考案せる漂白粉む使用する拶椎素の新党盈法の改  

良法（1）を■使用した。その大要は次の如くである0試料の風琴麗Igを周毯し、■アルコー・ル、ベンゼン等量  

混液を・以て約6時間軸出し・瞼鰻は乾燥して浸出用溶剤を気化せしめ、これ社内容300ccの三角ファス  

コに移し4％亜琉歌ナトリウム溶液50ccをこ加え史忙100ccの放線迄水を－加え、櫛ムにユ0分間逆流冷却播  

を附して煮沸する。次にポプリン布を用いて滅別、熱水にて洗准し、瞼鰻はもとのフラスコに移し 、有  

効塩素約10％’の漂白粉浸出液5ccを■加え、100cc進水む追加し」更に20％硫酸2ccを加えてニ10分間鱒鼓し、  

濾別水洗L・て帯びもとのフラスコに入れ－4％亜硫酸ナトリウム溶液50ぬむ加え、水を・100cc迄注却10分  

期煮沸することを木質反騰がなくなる迄繰返し、濾別、水洗、乾燥．秤量して全繊維素恩とする。   

0〈－，β－，首－，舶素は常法の如く定盈する。  

（4）賓験結果   
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第5秦  ペクチン分解率と繚推素の関係   

貨験結果によれぼ金繊維素合盈は殆ど欒化なく、α－繊維素食費に僅少の減少をみるも、か1る辞慶  

ゐ欒化は手口統の性質に何等診容なきものと考慮される。   

ⅠⅤ アルカリ腐埋繊維と醗酵精練繊憾との成分比校   

（1）試  料  

A、原料桑皮．香川願三豊郡財野犬野村市川製紙工場在庫品 昭和23年産自桑（改良鼠返）の果皮。  

B、アルカリ煮熟臍繊維、市川製紙工場に於でアルカリ虚理L・た中間製品で、製造條件は寛ト報忙  

記i拭の通りである。  

C、アルカリ煮熟後漂白した繊維、同上緻維を・同工場に於て漂白粉を・以て漂白した繊維。  

D．灘酵精練繊鮮、桑皮250gと井水5Lとを＼≡角フラスコにとり、2kg／Cm2にて30分間蒸発殺菌し，  

PH葛：・7．0に調節してニK17既菌を格点し、420Cに於て96時間敢酵し一た後、桑皮を取出し、表皮を除去  

Lた後発分水洗、乾傾した試料。   

E、醗酵精練後没白し一た繚維卜上記醗酵精練晶の牛盈を顔白粉を・以て漂白L・・た試料。  

（2）分析方洪 慣準木材分析法に準じて定温しな。  

（a）ペクチン及全繊維素、α－、β－、首－・、繚椎茸は何れも前記と向⊥方法によつた。  

（b）ペン∵卜仲・ザン試料2gを秤量L、100ccの13．15％の塩酸と20gの食塩とを・加えて、京都大畢盤蓼  

部農林化単科林産化撃教室に於て：設計tノたルフラール蒸滑器により蒸溜して溜液250ccをとり、円100ce  

を内容500。。の三角フラスコにとり、1．58Nの苛性ソ・一ダ溶液及び売・リブデン酸アンモ・ニサム溶夜を加  

え、更に臭素酸加里、臭化加鼻の混合溶液を・加えて4分間放置した孝次慶加里を添加して遊離する沃素  

をチオ硫酸ナトリウム溶液lこて滴定し、この盈より計算によりペン∵トト・ザン合盈を求めた。   

（C）其の他の分析項目、常法の通り行った○  

く3）茸験結果   
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第6表 原料桑皮及び精紳簡惟の成分分析結果  
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水  分   

灰  分  

アルコール●ベンゼン  

抽  出  敢  

冷 水 抽．出 督  

通 水 抽 出 煎  

1％NaO王i維 出 菟  

リ  グ  エ   ソ   

ペ   ク   チ   ン   

ベ ン ト ＿・ザ ソ   

全  終  簡  素  

全  室  繋  

（備考）水分は凪乾倍に封・す■る首分挙、他は縄乾捌こ封する首分琴   

質的鹿異によれば∴アルカリ魔理繊維と醗酵精練椿姫との成分上相異する鮎は次の諸項目である。  

（a）ペクチン、抄紙直蹄の漂白臍繊維（－c）及び（乳）に於てペクチン合盈を此敬すれぼアルカ  

り虚埋の（C）試料に食餌る盈は0・53．％であり、醗酵精神繊維（E）に於ける含凱18％の大約で  

ある。  

（b）次  分、（C）試料に4．89一％の含量あるに封L．（E）試料は1．32％である。  

（C）アルコー・ル・ベンゼン柚酌量、（C）試料の5．94％鞋比し（E）試料は2．96％で相雷魚差がある。  

（d）仝繊維素及び∝・－繊維素、（C）試料の全紡絆素倉盈は85．17％でありi（E）の90．80％に此  

L少盈である。畢如こひ－繊維素は（E）試料に於ては、90．54％の高率である匠反し、（C）試料は75  

．銅％の佐倉畳である。  

絶  括  

1、Cゐ∫メタ∠成お研α√♂グ♂∂7J少グムと7∠タグZ K17による桑皮の顧酵精練の最適P王Ⅰは7．0である。6．5より低く、  

7．5より高ければペクチン分解率は著しく低下する。   

2、最適醗酵温度は420Cであり370．Cこれ忙次ぎ、琴に低温に於ては分解速度小となり、470Cに  

於ては簡酵は24時間にして停止する。   

3、か1る巌適PH及び最適塩慶に於て96時間簡酵L．た桑皮のべクチン酸石次含有畳は醸酵液5L規  

■槙で1．14％（封風乾鳩首分率）であり、助成料無添加匿て充分傑酵する。即ち桑皮果皮申の米案瀕、宅   
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集瀕を＼始め無椀物賢其他の巣賓漁がE17既薗に勤し好適なるものと判断せられ、極めて「好都合・である。   

4、醗酵時間とペクチン分解率の関係は第叫・囲に示す如く、96時間迄比較的速であり、以後は分解速二  

度小とな．る。   

5、全紡椎葉合慮は醗酵経過と共陀減少することなく、叉飲一繊維素も96時間の醗酵に．よって2．ユ0％ 

の減少に止る。   

6、エ場規模忙於けるアルカリ煮熱解繊維と資験室内の聯酵指揮繊維との成分分析の結果は．、役者・の，  

Ⅸ一終推素食整が著しく高い鮎が最大の相異戯であり、助成料無添加の本試料に於てはペクチン含盈は  

精大となっている。之等の相異と共にアルコト・ル・ベンゼン抽壇畳等の合盈相異が観察される。   

終りに本驚験中経始御懇篤な畠御楷導を傾い」た京都大畢蔑興部農林化撃科片桐英乱数授に深甚の謝恩  

を表し、併せて賓験材料を提供された濁川製紙合祀市川敢長に．感謝すると共に、鷺験の・一部を拾常し■た  

横閃光雄、大西利男、港翔茂ゐ諸君に感謝する。  

文  献  

（1）本 多 眞 一・：農   化、15、96る（昭14）  

16、1045．．1169（昭15）   

J ／  

R E S U∴M E   

AccordingtOthe resultsin paperlofthisseries，itistobe desircdthatthe rettlng O［  

りKuwa二”hark hy（為Stタl戎’u”Z a‘♂tObu砂タlCltmK17is carried outwithout addition ofnutrient・   

恥determined optlmum COnditionih鮎rmentation，and underthis condition performcd｛  

錐VeIalexpe‡Jiments・   

TheIeSults are summariscd as follows：  

1・Optimum pH value was7・0・   

2・ Optj血ユm temperatureWaS420C・   

3．Therefiiledfiberwhich・WaSfbImented underoptimumconditionhascontainedloll移  

Calci－1mPeCtate（asper cer）t・Ofair・dry fiber）・   

4．ThcfiherfeImentedunderoptimumconditionfor48hrs．coLtaincd2．239る，72hrs・：  

1．879右，96hrs．：1．50％，120hIS．‥1．4・5ク右，144hIS．：1．399るcalcium p祝tate（aspeI－  

CentひOf aiI一心y fib叫・  

5．Quaptityoftotaloel］ulosein thefiberhad云or？1ationtof毎mentatiopperipd；aネdoく  

ccllulosein tolalcellulose was91．68クるafter48hrs．．，88．42％a毎r144hrs．   

6・Apaly＄isDflhefihersdigested byalkaliandrefinedbypure feImentatio由i畠shownirL  

T壬血1eI．   
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Table I Analysi＄Ofrefined fiher and raw material  

Per Cent・On dryweight，Only moistureper cent・On aiI－dry fiber  

Sample A：Rawmaterialけ  

SampleB：Fiberdigested byalkali・  

SampleC：Fiher digestedbyalkaliandblcachedhyhleachingpowder・  

Sample D：Fiberfbrmcnted・  

SampleE：FiberfbTmCnted and hleached by bleachingpowdet－   
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